
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	


　　　　　　筑波大学名誉教授　ヘルスカウンセリング学会会長　 

宗像恒次 特別講演会 
あるがままを活かして生きる 
～脳科学から見た『あるがまま』の自己～ 

生きにくさを感じている方、 

       あるがままの生き方を模索している方、 

                  　　 ストレス病に悩まされている方… 

                    今こそ自己成長の時です！ 

◉日　時　2015年2月11日（水・祝）　13:30～16:00 
◉会　場　静岡県男女共同参画センター「あざれあ」2F大会議室 
◉受講料　3,000円 
◉定　員   100名 
◉主　催   NPO法人  ヘルスカウンセリング学会 
                  http://www.healthcounseling.org 

◉問合せ   NPO法人  ヘルスカウンセリング学会　電話：047-314-1959 

お申し込みは裏面の用紙にご記入の上FAX（またはE-mail）で今すぐどうぞ！ 



　日本社会はうつ病や生活習慣病などストレス病が蔓延し、その弊害に深刻に蝕まれています。 
ストレス病を起こす原因は家族や学校や会社の中だけにあるのではありません。人の目を恐れ、
「普通になろう」とする私たちの行動が、ストレス病を生み出している根本原因であることに気づ
く必要があります。人の目を恐れ、周りと同じであろうと振る舞うのではなく、恐れがあっても自
分の直感を信じ、「あるがまま」の自分を貫き通し、創造的に生きることが必要です。 
　本講演では、あるがままの自分を貫き通す自己決断がたいへんに困難な生物学的理由を明らかに
し、あるがままの自己を実現しストレス病を克服できる、再現性のある結果を出す方法を示してい
きます。 

1948年　大阪府豊中市生まれ 
保健学博士（東京大学大学院医学系研究科） 
国立精神衛生研究所厚生技官・主任研究官　UCLA神経精神医学研究所客員研究員 
ハーバード大学医学部客員研究員　インド・マドライカマラジュ大学客員教授 
国立精神・神経センター精神保健研究所研究室長　筑波大学大学院教授 
厚生省HIV感染者カウンセリング検討会委員　世界保健機関（WHO）エイズ世界計画研究顧問 
世界保健機関（WHO）薬物依存部顧問　　厚生省エイズ国際協力推進検討委員会委員 
Executive, International Sociological Association  など 

 

 お申し込み書 

お申し込みは、①この用紙をFAX、②この用紙の内容をE-mailで送信　のいずれかで 
お願い致します。送り先は、いずれもヘルスカウンセリング学会事務局です。 
①FAX番号　047-300-8277　②E-mail　info@healthcounseling.org 
お申し込み日       　月　　　日 締切日 2015/1/30（金） 

お名前（１） 
（お振込者名） 

フリガナ 
　男　　　女 

ご連絡先 
〒 
 
℡：　　　　　　　　　　　Email: 

お名前 （２） 
フリガナ 

　男　　　女 

ご連絡先 
〒 
 
℡：　　　　　　　　　　　Email: 

お名前（３） 
フリガナ 

　男　　　女 

ご連絡先 

お振り込み 　3,000円×　　　　人分　　     合計　　　　　　　　　　円 

❏ お振込先　みずほ銀行本八幡支店　普通　2792416　ヘルスカウンセリング学会 
❏ お申し込み日より10日以内にお振り込みください 
❏ 恐れ入りますが、振込手数料はご負担いただけますようお願いいたします 
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